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長い夏休みが終わりました。9 月 1 日(金)、元気に登校してきた生徒たちを見て嬉しく思いまし

た。全校集会は、体育館の暑さが厳しいため、リモートで行いました。西三大会で入賞したチーム

や個人(弓道、陸上、卓球、吹奏楽)の表彰も行いました。集会で話したことを紹介します。 

 

 

 

夏休みが終わりました。皆さんにとってどんな夏休みだったで

しょうか。良いお休みだったでしょうか。何か一つ、頑張れたこ

とがあったとしたら何だったでしょうか。勉強でしょうか？部活

動でしょうか？たくさん本を読んだという人もいるかもしれま

せんね。また、習い事に打ち込んだ人もいることでしょう。 

 

今日皆さんに何を話そうかと考えていて、ふと、自分の中学校

時代の夏休みがどんなものだったか思い返してみました。私が、

皆さんと同じ中学生の頃の夏休みは、まず部活動、そして、中 3 になってからは、やはり勉強をし

ていたと思います。今のような猛暑ではなかったので、夜、窓を全開にして勉強をしていると部屋

の中に蛍が飛んできたことを思い出します。そんな風情のある夏休みでしたが、課題も多く出され

ていて、8 月 31 日は大抵、日付が変わる時間まで必死に課題をやっていました。皆さんはどうです

か？昨晩はよく眠れましたか？ 

 

この休み中、地域の行事に呼んでいただく機会が多くありました。そこで度々に耳にしたのが「4

年ぶりの」という言葉です。コロナで中止や延期になっていた行事が、今年はコロナ前の形に戻る

ことが多かったです。地域の夏祭りでは、夜店や太鼓、踊りのボランティアなどで末中生が活躍す

る姿がたくさん見られました。地域の方から「中学生が来てくれると地域が元気になります」と喜

びの声を多くいただきました。また、交流館で行われた小学生向けの防災フェスタにも、多くの中

学生ボランティアが活躍してくれました。参加してくれた皆さん、ありがとう。 

また、市内大会や西三大会では、たくさんの保護者の方が応援に来てくださっていて会場が盛り

上がっていました。３年生の皆さんは高校体験入学に参加して、高校の雰囲気を肌で感じることが

できたのではないかと思います。 

 

最近、高校の校長先生方のお話を聞く機会がありました。いろいろとお話を聞く中で感じたのは、

やはり、「自分は、あなたは、何をしたいか」。それに尽きるということです。何をしたいかがはっ

きりしていて、それに向けて具体的な行動を起こせる人、そういう人はやっぱり強いです。 

先ほど、生徒代表として野球の話をしてくれた長谷川君のように、がんばって努力をし、バット

を振って初めて結果が出るのであり、達成感も得られます。努力せず、また、バットも振らなけれ

ば何も始まりません。今日から休み明けの学校生活が始まります。自分が本当に頑張りたいことを

見つけ、それに向けて懸命に努力する、そんな実りある生活を送ってほしいと思います。 

 

今日からまた学校生活が始まります。まだしばらく残暑が続きますが、暑さに負けないように元

気に頑張っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

９月１日全校集会 

 

夏休みが終わりました 


